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廃炉作業に伴い追加的に上昇する敷地境界実効線量
（評価値）の制限達成に向けた取り組みについて

２０１５年３月２５日
東京電力株式会社

特定原子力施設監視・評価検討会

（第３３回）
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最大値：0.62mSv/年

平成２７年３月17日認可時の評価値

南側
北側

【線量低減対策】

①ドラム缶等仮設保管設備（ドラム缶、大型廃棄物）、一時保管エリアVの線源条件を見直し

→補正申請準備中。

②使用済セシウム吸着塔の線源条件を見直し →変更認可申請中

線量低減対策①②

線量低減対策②

固体廃棄物及び設備
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平成２７年３月末の評価値（見込み）

南側北側

最大値：最大値：0.54mSv/0.54mSv/年年

固体廃棄物及び設備
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気体廃棄物

＜今後の評価手法（案）＞＜今後の評価手法（案）＞

①放射性物質濃度

原子炉建屋上部における連続ダストモニタ

の値を参考とする評価方法を検討。

②流量

連続した風向風速データを用いて，開口部

から流出する流量を算出することを検討。

【【連続性を考慮した放出量評価連続性を考慮した放出量評価】】

⇒現在，行っている放出量評価について連続性を考慮する。

気体廃棄物の放出量気体廃棄物の放出量 = = ①①放射性物質濃度放射性物質濃度×②×②流量流量
⇒放出量から敷地境界における⇒放出量から敷地境界における年間の実効線量年間の実効線量を評価を評価

現状 今後

①放射性物質濃度 月１回の測定を

用いた評価

連続データを

用いた評価
②流量

流入箇所流入箇所

流出箇所

連続した風向風速
データ

連続ダスト

モニタ

「イメージ図」
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気体廃棄物
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【参考】敷地境界における直接線・スカイシャイン線の評価地点

No.10

No.１

No.１00

No.90

No.80

No.70

No.60 No.30

No.20

：線源（タンク類、設備類ほか）
：線源（PCVヘッドほか）
：線源（瓦礫類一時保管エリアほか）
：敷地境界評価地点
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タンクに起因する実効線量低減に向けた取組状況
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G7

D

H2

J6

H1東

H4北 H4 H4東

H6北

H6

H3

E

H8

C

G4

G6

J1

K1

K2

H1

ALPS処理水

Ｓｒ処理水

RO濃縮水

水抜きタンク

多重的なリスク低減策でRO濃縮水の浄化を実施

ＲＯ濃縮水処理設備（D）

高性能多核種除去設備（J1）

高性能多核種除去設備
（G3北）

増設多核種除去設備
（H5、H6、H6北、E）

G3

第二モバイル型ストロンチウム除去装置
（C,G6北、G6南)

ＲＯ濃縮水処理設備
(G3西)

モバイル型ストロンチウム除去装置(B系統)
（H5北）

凡例
浄化処理系

（処理エリア）

＊設備の稼働状況に
よって変更の場合あり。

H5北 H5

J6H1

．目標達成に向けた対策：RO濃縮水貯槽に起因する実効線量
① 現在のタンク内保有水の状況（３／１２現在）

既設多核種除去設備
（H3、H4、H4東、H4北）

モバイル型ストロンチウム除去装置(A系統)
（G4南、G6南）

蒸発濃縮廃液
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G7

D

H2

H1東

H4北

H4

H4東

H5北

H6北

H6

H3

E

H8

C

G4

G3
G6

J1

K1

K2

ALPS処理水

Ｓｒ処理水

RO濃縮水

水抜きタンク

敷地境界への影響を評価

→ 敷地境界線量1mSv/年未満を達成の見通し

J6
H1
H1

J7

H5

．目標達成に向けた対策：RO濃縮水貯槽に起因する実効線量
② 平成26年度末時点のタンク内保有水の見通し

蒸発濃縮廃液
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 Ｈ２６年度末の想定値は、約0.9ｍＳｖ／年（見込み）

実施計画
（補正申請時）

線量
(mSv/y)

H26.3.26 9.19

H２６年度末想定
（簡易評価値）

線量
(mSv/y)

H27.3.31 約0.9

．目標達成に向けた対策：RO濃縮水貯槽に起因する実効線量
③ 敷地境界の実効線量の評価結果

多重的な
リスク低減策

★多重的な対策により，汚染水のリスク低減を図る。★多重的な対策により，汚染水のリスク低減を図る。

既設
多核種除去設備

増設
多核種除去設備

高性能
多核種除去設備

モバイル型

ストロンチウム除去設備

セシウム吸着装置
（ＫＵＲＩＯＮ）

でのストロンチウム除去

第二セシウム吸着装置
（ＳＡＲＲＹ）

でのストロンチウム除去

ＲＯ濃縮水
処理設備

処理実施中
除去能力：62核種を除去

処理実施中
除去能力：62核種を除去

処理実施中
除去能力：62核種を除去

1月上旬より処理開始予定

除去能力：ストロンチウムを除去
12月下旬より処理開始予定

除去能力：ストロンチウムを除去

1月上旬より処理開始予定
除去能力：ストロンチウムを除去

Ⅰ号機：処理実施中
Ⅱ～Ⅵ号機：1月中下旬より処理開始予定

除去能力：ストロンチウムを除去

多重的な
リスク低減策

★多重的な対策により，汚染水のリスク低減を図る。★多重的な対策により，汚染水のリスク低減を図る。

既設
多核種除去設備

増設
多核種除去設備

増設
多核種除去設備

高性能
多核種除去設備

高性能
多核種除去設備

モバイル型

ストロンチウム除去設備

モバイル型

ストロンチウム除去設備

セシウム吸着装置
（ＫＵＲＩＯＮ）

でのストロンチウム除去

セシウム吸着装置
（ＫＵＲＩＯＮ）

でのストロンチウム除去

第二セシウム吸着装置
（ＳＡＲＲＹ）

でのストロンチウム除去

第二セシウム吸着装置
（ＳＡＲＲＹ）

でのストロンチウム除去

ＲＯ濃縮水
処理設備

処理実施中
除去能力：62核種を除去

処理実施中
除去能力：62核種を除去

処理実施中
除去能力：62核種を除去

処理実施中
除去能力：ストロンチウムを除去

処理実施中
除去能力：ストロンチウムを除去

処理実施中
除去能力：ストロンチウムを除去

処理実施中

除去能力：ストロンチウムを除去
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Ｈ２７年３月末における敷地境界実効線量の見通し

※H27年3月末の値は簡易評価値であり、年度末の段階で詳細評価を実施予定。

（注）四捨五入した数値を記載しているため，合算値が合計と合わない場合がある。

RO濃縮水貯槽以外に起因する実効線量は、気体廃棄物，固体廃棄物（直接線・スカイシャイン線），構内散水，

液体廃棄物等の合計で1mSv/年未満とすることを目指しており，達成する見通し。

評価値

H27年３月17日認可時 H27年3月末（見込み）

RO濃縮水貯槽
（直接線・スカイシャイン線）

9.19mSv/年 0.9mSv/年（※）

○RO濃縮水貯槽以外に起因する実効線量

評価値
H27年３月17日認可時 H27年3月末（見込み）

気体廃棄物 0.03mSv/年 0.01mSv/年
固体廃棄物及び設備

（直接線・スカイシャイン線）
0.62mSv/年 0.54mSv/年

構内散水 0.075mSv/年 0.075mSv/年
液体廃棄物等 0.22mSv/年 0.22mSv/年

計 0.94mSv/年 0.85mSv/年

○RO濃縮水貯槽に起因する実効線量

RO濃縮水貯槽に起因する実効線量においても1mSv/年未満とすることを目指しており，達成する見通し。

上記より，敷地境界における実効線量の制限値（2mSv/年）を達成する見通し。
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